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第四節では、 道 をめぐる岡と清国人との交流に焦点を当て、「文化 変」の視点か
ら日清近代化の相違性を検討することによって、1880年代の日本人における「守旧」の清
国認識を再考した。








北海道開 が唱えられており、アイ の存在も言及されるわけである。 述のように、



















であるが、『法の 』を説いたシャ イ・ ・ ンテス ーや ンス革 など、
ンス史は近代社会を語る上で必要不 な歴史である。また『法蘭西志』においては、
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